
資料３－２ 
 

 

 

福岡県ジェネリック医薬品ガイドブック 

 

医療保険制度を次世代に継承していくために 

ジェネリック医薬品の普及をすすめます 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年●月 

福岡県ジェネリック医薬品使用促進協議会  

  



はじめに  

ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬品と治療学的に同等であるものとして製造販売が承認され、

一般的に研究開発に要する費用が低く抑えられることから、先発医薬品に比べて薬価が安くなっています。ジェ

ネリック医薬品を普及させることは、患者負担の軽減や医療保険財政の改善に資するものです。  

平成 29 年 6 月の閣議決定において、「2020 年（令和 2 年）9 月までに、後発医薬品の使用割合を 80％ と

し、できる限り早期に達成できるよう、更なる使用促進策を検討する。」と定められました。  

福岡県でも、医療の質を確保しながら患者の個人負担の軽減と医療費の抑制を図るため、平成 19 年 8 月

に「福岡県ジェネリック医薬品使用促進協議会」を設置し、医療現場、保険者、販売業者等からの貴重なご意見

をいただきながら、ジェネリック医薬品を普及させるための課題と解決策を議論しております。 

このガイドブックは、ジェネリック医薬品への置換えの際に参考となる情報を提供し、ジェネリック医薬品を処

方（調剤）する際の一助としていただくことを目的に作成いたしました。医療関係者の皆様には、今後も、ジェネリ

ック医薬品の普及に努められますようお願いします。 

 

 

【増大し続ける日本の医療費・薬剤費】 

日本の医療費は平成 20 年頃から毎年 1 兆円程度増加し、平成 29 年には 43.7 兆円となりました。そのうち、

薬剤費の占める割合は 2 割程度となっています。近年、薬剤費は減少傾向にありますが、医療費全体を下げる

ためには、薬剤の適正利用は重要な課題となっています 

資料）厚生労働省「国民医療費」 

 

【ジェネリック医薬品への置換えによる医療費適正化効果】  

ジェネリック医薬品の公定価格（薬価）は、先発医薬品と比較

して約２～７割と安くなっています。特に、高血圧や糖尿病など

の生活習慣病の薬のように長期間飲み続ける場合には、ジェ

ネリック医薬品への置換えによる医療費適正化効果が得られ

ます。国民全体の薬剤費のうち、「後発品のある先発品」が 3割

程度を占めており、今後はこの割合を減らしていくことが求めら

れます。 

資料）厚生労働省「後発医薬品使用促進事業」（一部修正） 

 

 



 
ジェネリック医薬品の普及状況  
 
【福岡県の使用割合】  

福岡県のジェネリック医薬品の使用割合は、令和元年度の上半期の調査結果で 74.4%（※１）となっています。

医療機関との連携、市町村への普及啓発事業の推進などにより、年々上昇していますが、国が掲げる普及率目

標 80％を達成できていません。 

市町村毎の国民健康保険でのジェネリック医薬品の使用割合を見ると、最も高い自治体が 83.9%（※２）、最も

低い自治体が 65.5%（※２）で、18%程度の開きがあります。 

 

 

※１：福岡県内の医療機関及び保険薬局に販売されたジェネリック医薬品等の流通実態（市場シェア）調査結果 

※２：厚生労働省「保険者別の後発医薬品の使用割合（平成３１年３月診療分）」 

 
 
ジェネリック医薬品について  
 
【ジェネリック医薬品の品質、安全性】  

ジェネリック医薬品と先発医薬品とは、有効性や安全性について基本的に違いはありません。ジェネリック医

薬品が先発医薬品と異なる添加剤を使用する場合も、通常使用前例のある、安全性が確認された添加剤が使

用されています。仮に、使用前例の無い添加剤を医薬品に使用する場合には、その添加剤の毒性試験などを

実施してあらためて安全性等の審査を受けなければなりません。この審査においては、先発医薬品が上市後に

添加剤を変更する場合と同様に、添加剤の違いによって有効性・安全性に違いが生じないことを確認しています。 

資料）厚生労働省「ジェネリック医薬品への疑問に答えます～ジェネリック医薬品 Q＆A」 （一部修正） 

  

福岡県ジェネリック医薬品流通実態調査（※１） 



【ジェネリック医薬品の製剤工夫】  

ジェネリック医薬品は先発医薬品と有効成分は同じですが、先発医

薬品の製造方法などに特許がある場合、他の方法で医薬品を作って

います。このため、外観などが先発医薬品と異なる場合があります。 

ジェネリック医薬品においては、大きくて飲みづらい錠剤を小型化や

形状変更して飲みやすく改良したり、苦みの強い錠剤の苦みを抑え飲

みやすくしたり、飲み間違いがないよう色や文字に変更するなど、患

者のために製剤工夫がされている薬があります。 

  

 

【オーソライズド・ジェネリック（AG）】  

明確に定義はされていませんが、一般的には、有効成分のみならず、原薬、添加物、製法等が先発品と同一

である後発品をいいます。ジェネリック医薬品メーカーが、先発品メーカーの許諾（Authorize）を受けて、製造販

売するため、「オーソライズド・ジェネリック（AG）」と呼ばれています。いわゆる「AG」の中にも、契約の内容によっ

て製造所も同じ AGや製造所が異なる AGなどの様々なパターンがあります。 

AG は、一般的な後発品に比べ、先発品との共通点が多いため、先発品からの切り替えを患者に推奨しやす

いというメリットもあります。 

＜販売されている主なオーソライズド・ジェネリック（AG）＞ 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/XXXXXXXXXXXXXXXXX.pdf  

 

 

【バイオセイム（後発バイオ医薬品）・バイオシミラー（バイオ後続品）】  

バイオセイム（後発バイオ医薬品）は、有効成分、原薬、添加物、製法等が先発品と同一のバイオ医薬品で、

バイオ医薬品のオーソライズドジェネリック(AG)にあたります。 

バイオシミラー（バイオ後続品）と先行バイオ医薬品との関係は、化学合成医薬品の先発品とジェネリック医

薬品との関係とは異なりますが、国内で既に承認されたバイオ医薬品と同等/同質の品質、安全性、有効性を

有することが治験等により確認されている医薬品です。 

 

 

 



＜販売されているバイオセイム（後発バイオ医薬品）＞ 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/XXXXXXXXXXXXXXXXX.pdf 

 

＜販売されているバイオシミラー（バイオ後続品）＞ 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/XXXXXXXXXXXXXXXXX.pdf 

 

福岡県ジェネリック医薬品採用マニュアル 

医療機関・保険薬局におけるジェネリック医薬品の採用のポイントをまとめた福岡県ジェネリック医薬品採用

マニュアルを作成し、公表しています。 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/life/365205_54084002_misc.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福岡県基幹病院採用ジェネリック医薬品リスト 

県内の基幹病院（１９施設）において採用しているジェネリック医薬品のリストを作成し、公表しています。 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/XXXXXXXXXXXXXXXXX.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県ジェネリック医薬品使用量上位品目リスト 

レセプトデータから、医薬品の使用量を成分・規格・剤形ごとに集計し、福岡県内の使用量上位 100 種類のリ

ストを作成し、公表しております。 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/attachment/49142.pdf  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



保険者の取り組みについて  

【被保険者向け】 

協会けんぽや市町村の国民健康保険など保険者においても、患者

に対する普及啓発として、「ジェネリック医薬品希望カード」の配布や、

長期服用者に対してジェネリック医薬品に切り替えた場合に自己負担

がどのくらい軽減するかをお知らせするジェネリック医薬品軽減額通知

を行っています。 

 

 

【全国健康保険協会医療機関・薬局向け見える化ツール】 

協会けんぽでは、医療機関・調剤薬局ごとのジェネリック医薬品の使用割合や地域内での立ち位置を「見え

る化」し、ジェネリック普及率の地域差解消に向けて、この「見える化」ツールによる働きかけを全国で実施してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医師・薬剤師の皆様へ 

ジェネリック医薬品を選ぶこと、それは・・・ 

少子高齢化が急速に進む中、現在の優れた医療保険制度を維持し、子ど

もたちや次の世代に引き継いでいくことに貢献します。  

ジェネリック医薬品の使用促進に御協力をお願いします。 



ガイドブックの内容は福岡県庁ホームページでも公開しております。 

 トップページ ⇒ 検索「ジェネリック医薬品 ガイドブック」 
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